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長引く新型コロナ対応の中で 施設長 篠川 主

昨年の御挨拶の文章でも新型コロナに関する事柄を

書かせて頂きました。皆様の中にはコロナと聞くとも

ううんざりだという方も多いと思います。しかし私達

とコロナの戦いはまだ終わりの見えない中にあり、変

異ウイルスの感染拡大によりさらに混沌とした様相を

呈しています。長期化する対応の中で、人間という生

物の忍耐、協調性、思考に限界があることが判ります。

世界各地でマスクの義務化や外食、集会の制限に対す

る反発が起こっています。日本に於いても緊急事態宣

言が出ても、人流は減らず、店舗やイベントの営業制

限による経済的打撃に見合う効果が得られにくくなっ

ています。

一方、病院でどんなに細やかに対応しても、残念な

がら各地で病院内クラスターが発生しています。当病

棟でも面会制限を受け入れられず、「他の人はどうで

もいい、自分達はがん患者の親と一緒に居たいんだ。

自宅に帰るか、老人施設に入れば毎日会えるはず

だ。」と訴えられた御家族もおられました。しかし御

自分で実際手配しようとしても、医療資源の乏しい地

方においては、受け入れられる環境が全く無いという

壁に当たり、結局病棟のルールに従い入院を継続する

しかないと気付かれました。

ボランティアの活動は休止したままで、病棟スタッ

フのみでできる限りの活動を続け、何とか入院されて

いる皆様の心が安らぐよう努力してきました。私も野

菜を植えて欲しいという要望を受け、花壇を畑にする

ことは出来ないので、舗装された庭に初めてプラン

ターを使って野菜を育ててみました。現在17個の容

器に作物を育てております。農業経験のある方からは

色々厳しい御意見を頂いておりますが、同時に収穫で

きる喜びも感じて頂いております。

作業を行っていると遠くからガラス越し面会の御家

族の声が聞こえてきます。多い日は何組も御家族が面

会に来られます。中には思わず力が入って窓をどんど

ん叩き、危険なのでスタッフから注意されたり、声が

聞こえにくい方は窓越しにお互い携帯電話を使って会

話をされています。そこにはオンライン面会よりも御

家族同士の深い思いが伝わるように思えます。窓越し

面会も予約制で、時間の制限もあります。改めて考え

てみれば、私達が生れてから持っている時間には限り

があり、家族と関わる時間もコロナ禍で無くとも有限

のものです。農作業をしながら皆様の声を聴かせても

らい、コロナ禍にかかわらず生きている時間は貴重、

無駄にできないものだという思いを強くさせて頂きま

した。



看護師としてベテランと言われる頃、私は郷和で

仕事をさせて頂く事となりました。あれから6年が

過ぎ、月日が流れる早さを実感しています。転職す

るにあたり、緩和ケアに携わる事に非常に迷いがあ

り、患者様とご家族に真摯に寄り添える事ができる

のだろうか、という漠然とした不安がありました。

思えば、新人の頃、初めて患者様と向き合うドキド

キした気持ちに似ていた様に思います。緩和医療の

知識不足は勿論のこと、一般病棟との明らかな違い

に戸惑う毎日でした。「お看取りをする」という言

葉の重みを感じましたし、経験すればするほど、自

分の関わり方の気遣いの無さに後悔する事ばかりで

す。申し訳ない気持ち、悲しい気持ち、残念な気持

緩和ケア「郷和」が私に教えてくれた事

加藤 由美

緩和ケア病棟でのリハビリについて

緩和ケア病棟でもリハビリを行うの？と思われる

方がいるのではないでしょうか。“つらく厳しく大

変”というリハビリのイメージがあるためではない

か、と思います。緩和ケアでのリハビリは、決して

そうではありません。緩和ケアで行われるリハビリ

の目的は、基本動作・日常生活動作の維持・向上、

廃用症候群の予防・改善、浮腫の改善、疼痛緩和、

心理支援等があります。患者様やご家族の希望・要

望を伺い、残された大切な時間をどのように過ごし

ていきたいか、1人1人の患者様の気持ちに寄り添い、

リハビリ実施していきます。

緩和ケアでのリハビリにおいて、どう頑張っても

どうにもならない事があり、自分は無力であると感

じることがありました。しかし、最近担当させてい

ただいた患者様より、毎回「ありがとう。あなたが

来てくれてよかったよ。また来てね。待ってい

地濃 千穂

南部郷厚生病院 緩和ケア病棟副看護師長

南部郷厚生病院 理学療法士

ちなど、溢れるように出て、暫くは気持ちの整理が

つかない事も多いですが、その後悔のひとつひとつ

が、今の自分に足りなかったものを気づかせてくれ

ていると感じています。また、お看取りを通して、

ご家族の言葉に私自身が反対に励まされたりする事

もあり、恐縮すると共に感謝する次第です。コロナ

が収束しない中、今まで以上に寄り添う心を大切に

看護に携わっていきたいという気持ちが強くなって

います。そして、人として優しくありたいと思って

います。いつか私も誰かの看護を受けた時、自分の

してきた看護を振り返ってまた後悔するでしょう。

でも、良い関わりが出来たとひとつでも多く思い出

す事が出来たら、と思わずにはいられません。

るよ。」という言葉をかけていただき、訪室するこ

とや会話そのものが患者様の支えになっていること、

心理支援になっていることを実感することができま

した。この経験を活かし、新型コロナウイルス感染

症流行により面会や付き添いが制限されている中で

も、より良い時間が過ごせるよう、理学療法士とし

て寄り添っていきたいと思います。



新型コロナウイルス感染症対策のため、ボラン

ティアさんとともに行事などの活動ができなくなっ

てから1年が過ぎました。昨年はスタッフで相談し

ながら、患者様に少しでも日常を感じ、楽しんでも

らえるように工夫しながら行事を行った1年でした。

昨年より施設長の篠川先生を先頭に、患者様が楽

しめるよう庭に野菜の苗をプランターで育てていま

す。昨年は真っ赤に実ったミニトマトや、みずみず

しいきゅうりなどの収穫を楽しみました。患者様か

ら料理のアイディアが出て、調理をして食べること

もありました。今年の野菜も青々と育っています。

行事・ボランティア係より

今井 希子
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また、昨年にひき続き、笹団子作りは楽しく、と

ても美味しく今年も大好評でした。ただ、病院ス

タッフだけでは行事の運営に限界があり、ボラン

ティアさんのお力があれば・・・と感じることもし

ばしばあります。早く一緒に活動したいと思いなが

らも現状では活動再開が叶わず、不安に思っていた

中、ボランティアさんから「花壇の手入れだけでも

出来ないか」とお電話を頂きました。なにか出来る

ことはないかと声を上げてくださったその心に、ス

タッフ一同とても感謝しております。

ワクチン接種が進み、ボランティアさんにも安心

して一緒に活動していただける日が1日でも早く来

ることを祈っております。

笹団子作りの様子
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「郷和」利用状況

入院患者数 １００人

（２０２０年４月～２０２１年３月）

一日平均入院利用者数 １３．８人

平均病床利用率

平均在院日数

６８．８％

５８．８日

退院患者数 ９４人
（死亡退院 ９１人）
（自宅退院 ３人）

２０２０年度 実施行事

４月 お花見

６月 笹団子作り

７月 七夕

９月 お月見団子作り

１１月 押し花コースター作り

クリスマスカード作り

１２月 クリスマス会 ハンドベル演奏

１月 鏡開き

２月 節分 豆まき

３月 ひな祭り


